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大
事
の
前
の
小
事

―

　
　
　
　
　
　
　
　
年
記
念

え
て
―

大
阪
市
立
南
高
等
学
校

同
窓
会

会
長

下

島

仁

士

い
よ
い
よ
総
会
の
季
節
が

や
っ
て
参
り
ま
し
た
。
総
会

を
前
に
会
員
各
位
に
は
四
つ

の
事
に
つ
い
て
申
し
上
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
は
、
今
回
の
総
会
会

場
は
母
校
で
は
な
く
、
味
覚

糖
Ｕ
Ｈ
Ａ
館
に
て
開
催
さ
れ

る
と

い
う

こ
と
で
あ
り
ま

す
。
味
覚
糖
Ｕ
Ｈ
Ａ
館
の
所

在
地
は
、
母
校
よ
り
北
へ
徒

歩
六
～
七
分
ほ
ど
行
き
ま
し

た
松
屋
町
筋
に
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
母
校
に
来
て
頂
き
ま

し
た
ら
、
場
所
案
内
の
地
図

を
掲
載
い
た
し
て
お
り
ま
す

の
で
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
。

の
報
腋
た
め
嘲
雌
卿
い
錯
毅

と
も
開
催
で
き
な
い
こ
と
を

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

二
つ
目
は
、
七
十
周
年
記
念

総
会
の
事
で
あ
り
ま
す
。
七
十

周
年
記
念
総
会
は
左
記
の
要
領

に
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

開
催
日
時

雑

舞

蟹

潮
一一
日
①

開
催
場
所

≫
露
み
鵠
（未
じ

七
七
〇
〇
円

記
念
総
会
寄
付
金

（任
意
）

五
〇
〇
〇
円
以
上
で
お
願

い
致
し
ま
す
。

同
窓
会
年
会
費

叶如も一酪」は席婢μュ計節

昔
を
懐
か
し
み
、
未
来
を

明
る
く
楽
し
く
語
り
合
え

る
、
そ
う
い
う
記
念
総
会
を

始
錮
腋
席し軽
請
理
鮮
一
し

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

三
つ
日
は
、
同
窓
会
の
財

政
再
建
の
事
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
二
年
あ
ま
り
に
亘
る
対

策
と
会
員
各
位
の
ご
協
力
に

よ
り
ま
し
て
か
な
り
の
改
善

が
み
ら
れ
、
や
や
余
裕
の
あ

る
財
政
状
況
が
生
じ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

同
窓
会
特
有

の
自
然
経
費

増

（会
員
増
）
に
は
十
分
対

応
で
き
る
よ
う
な
新
た
な
対

策
が
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

従

っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
財
政

対
策
は
怠
り
な
く
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
の
運
営

“
難
”
坊
に
つ
いて申
し
上

同
窓
会
の
本
来
の
目
的
は

一
体
何
な
の
か
と
い
っ
た
原

点
に
立
ち
帰

っ
た
命
題
に
、

本
格
的
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

内
に
あ

っ
て
は
同
窓
生
相

互
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

り
　
　
　
　
　
　
　
　
校

の
　
　
　
　
　
　
　
　
参

加
　
　
　
　
　
　
　
　
範

鋼
賛如畝
階臨
へ願晴樹談
盪

協
力
、
同時
に
Ｐ
ＴＡと後

雌
玲
と（研副搬
肺
加
朝決嚇

ま
す
。
特
に
後
援
会
は
、
会

員
会
費
二
〇
〇
〇
円
で
立
派

に
運
営
が
な
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
事
は
特
筆
す
べ
き
事
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
我
々
同

窓
会
も
こ
れ
を
見
習
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

七
十
周
年
記
念
総
会
が
同

窓
会
の
新
た
な
第

一
歩
に
な

る
よ
う
、
今
年
度
は
、
事
業
・

財
政

・
運
営
の
三
本
柱
を
よ

り
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
頑
張

っ
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

山
崎
甲

一
先
生
、
中
国
語
文

学
院
の
内
山
加
代
先
生
、
関

西
福
祉
科
学
大
学
教
授
の
大

野
太
郎
先
生
、
講
談
師
の
旭

堂
南
陵
先
生
、
本
校
卒
業
生

の
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
坂

巻
玲
子
様
に
ご
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。　
一
方
、
英
語

科
に
お
い
て
は
、
甲
南
大
学

の
ブ
レ
ン
ト

・
ジ
ョ
ン
ズ
先

生
と
ロ
ジ
ャ
ー

・
パ
ー
マ
ー

先
生
、
本
校
英
語
科
４
期
生

わ
棚
晒
以
辞
灘
轍
繊
林
鉢
端

し
た
。
以
上
の
よ
う
に
卒
業

生

の
方

々
の
ご
協
力

の
も

と
、
生
徒
の
進
路
選
択
に
も

役
立
つ
授
業
を
展
開
し
て
お

り
ま
す
。

第

六

十

三
期

卒

業

生

一
五
二
名
の
四
年
制
大
学
合

格
者
は
延
べ
二

一
六
名
で
、

そ
の
う
ち
国
公
立
大
学
に
七

名
、
関
関
同
立
に
延
べ
四
八

名
、
産
近
甲
龍
に
延
べ
五
十

名
合
格
し
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
卒
業
生
の
八

一
％
が
現

役
で
短
大
や
四
年
生
大
学
に

進
学
し
て
い
る
状
況
で
す
。

生
徒
が
受
験
す
る
学
部
に
つ

い
て
は
、
英
語
そ
の
も
の
を

勉
強
す
る
外
国
語
関
係
の
学

部
へ
の
受
験
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
国
際
関
係
、
経
営
や

商
学
等
の
ビ
ジ
ネ
ス
係
の
学

部
の
よ
う
に
、
英
語
の
活
用

能
力
を
重
視
さ
れ
る
学
部
を

受
験
す
る
生
徒
が
増
加
す
る

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
各

方
面
に
お
い
て
、
ま
す
ま
す

御
健
勝
で
御
活
躍

い
た
だ

き
、
今
後
も
、
こ
れ
ま
で
同

様
に
後
輩
の
生
徒
達
を
見
守

り
、
南
高
校
の
更
な
る
発
展

に
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。
で
は
、

同
窓
会
総
会
で
お
会
い
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

:総会場所が変更になっています′ 三
:  味覚糖 UHA館 9Fホール  :
:別紙にてご案内図が御座居ます。 :
:     ご参照下さい。     :
:◎時間―午後1時受付 午後1時 30分開会 :

く支は

ま厚御に

願力
いの会
致ほ員
しど各
ま
｀
位

す何の°
卒ご
宜理
し解
くご
お協

ご

挨

拶

校
　
長

口
　
美

幸

誠し度げ取目どやマしにオ行すし流細学力行ひ模学級高とま数 まに思も被念日まらいこ りるまいめは年また
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新

入
会
員
挨

拶

高
校
六
十
三
期

田
　

中
　
夕
彩

理

（英
語
２‐
期
）

南
高
校
を
卒
業
し
て
か

ら
、
早
く
も
二
週
間
が
過
ぎ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
月
曜

日
が
来
る
た
び
に
、
南
高
校

へ
と
足
が
向
か
い
そ
う
に
な

る
の
は
き

っ
と
私
だ
け
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。

南
高
校
は
英
語
科
八
十

名
、
国
語
科
八
十
名
、
計

百
六
十
名
の
大
変
小
規
模
な

学
校
で
す
。
で
す
が
、
先
生

方
と
生
徒

一
人

一
人
の
距
離

が
と
て
も
近
く
、
生
徒
同
士

だ
け
で
な
く
先
生
と
も
と
て

も
濃
い
時
間
を
過
ご
せ
た
と

私
は
思

っ
て
い
ま
す
。
教
科

を
受
け
も

っ
て
も
ら
つ
て
い

な
い
先
生
と
の
交
流
も
盛
ん

な
こ
と
は
南
高
校
の
特
徴
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
南
高

校
で
得
た
た
く
さ
ん
の
こ
と

は
き

っ
と
私
た
ち
の
人
生
の

糧
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
は
在
学
中
に
ク
ラ
ブ
活

動
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

先
日
、
ク
ラ
ブ
活
動
に
久
し

ぶ
り
に
行
く
と
、
後
輩
が
私

た
ち

の
指
導
し
た
こ
と
を

し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で
い

て
、感
動
し
ま
し
た
。
ま
た
、

私
た
ち
も
同
じ
よ
う
に
南
高

校
の
良
さ
、輪
を

「
同
窓
会
」

と
い
う
形
を
通
し
て
受
け
継

い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
実
感
し
ま
し
た
。
五
月

に
総
会
が
あ
り
ま
す
同
窓
会

と
い
う
と
ど
う
し
て
も
面
倒

だ
と
思

っ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
た
ま
に
は
普
段

の
生
活
か
ら
離
れ
、
旧
友
と

昔
話
を
す
る
の
も
楽
し
い
と

思
い
ま
す
。
是
非
参
加
し
て

下
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
同
窓
会
の
活

動
、
ま
た
南
高
校
の
今
後
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
微
力
で

す
が
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

歓
迎新
入
幹
事
さ
ん

冨
島
　
由
紀

。
中
山
　
瑞
稀

赤
木
　
葉
美

。
江
木
明
日
香

竹
内
　
里
菜

。
前
鶴
　
陽
子

伊
藤
　
優
美

。
田
中
夕
彩
理

（敬
称
略
）

力
強
い
仲
間
入
り

こ
れ
か
ら
も
宜
し
く

御

退
職

さ
れ

ま
し
た

数
学
科
　
池
田
　
義
則
先
生

五
年
間
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
大
阪
市

に
は

三
十
六
年
ご
勤
務
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
ご

勇
退
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

教
諭
と
し
て
、
引
き
続
き

本
校
に
ご
勤
務
い
た
だ
き

ま
す
。

地
歴
公
民
科
　
大
塚
　
忠
広
先
生

十
二
年
間
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
大
阪
市

に
は

三
十

一
年
ご
勤
務
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
こ
の
度
ご

勇
退
さ
れ
ま
す
。
な
お
、

教
諭
と
し
て
、
咲
く
や
こ

の
花
高
等
学
校
に
ご
勤
務

さ
れ
ま
す
。

転

任
さ
れ

ま
し
た

福
井
　
　
恵
教
頭
先
生

三
年
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
度
、
第
二
工

芸
高
等
学
校
校
長
に
栄
進

さ
れ
ま
し
た
。

四
宮
　
靖
生
事
務
長

三
年
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
工
芸
高
等
学
校
事

務
長
と
し
て
転
任
さ
れ
ま

す
。

国
語
科
　
籠
谷
　
栄

一
先
生

十

一
年
間
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
東
高
等
学
校

へ

転
任
さ
れ
ま
す
。

英
語
科
　
山
下
　
和
彦
先
生

十
年
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
扇
町
総
合
高
等
学

校
に
転
任
さ
れ
ま
す
。

地
歴
公
民
科
　
辻
　
　
良
隆
先
生

九
年
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
汎
愛
高
等
学
校
に

転
任
さ
れ
ま
す
。

保
健
体
育
科
　
村
井
　
経
世
先
生

三
年
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
難
波
特
別
支
援
学

校

へ
行
か
れ
ま
す
。

国
語
科
　
山
田
久
美
子
先
生

五
年
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
大
商
学
園
高
等
学

校

へ
行
か
れ
ま
す
。

数
学
科
　
藤
原
　
　
隆
先
生

一
年
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
新
採
用
で
咲
く
や

こ
の
花
高
等
学
校
に
着
任

さ
れ
ま
す
。

着
任

さ
れ
た
先
生
方

柴
原
　
信
彦
先
生

第
二
工
芸
高
等
学
校
教
頭

よ
り
本
校
教
頭
と
し
て
お

迎
え
し
ま
し
た
。

梶
　
　
光
伸
先
生

桜
宮
高
等
学
校
事
務
長
よ

り
本
校
事
務
長
と
し
て
お

迎
え
し
ま
し
た
。

英
語
科
　
津
村
　
貴
昭
先
生

工
芸
高
等
学
校
か
ら
お
越

し
頂
き
ま
し
た
。

地
歴
公
民
科
　
伊
藤
　
智
則
先
生

鶴
見
商
業
高
等
学
校
か
ら

お
越
し
頂
き
ま
し
た
。

国
語
科
　
山
口
よ
し
み
先
生

天
王
寺
商
業
高
等
学
校
か
′

ら
お
越
し
頂
き
ま
し
た
。

数
学
科
　
市
村
　
浩
隆
先
生

桜
宮
高
等
学
校
か
ら
お
越

し
頂
き
ま
し
た
。

地
歴
公
民
科
　
天
本
　
　
敬
先
生

再
任
用
教
諭
と
し
て
扇
町

総
合
高
等
学
校
か
ら
お
越

し
頂
き
ま
し
た
。

保
健
体
育
科
　
官
地
　
　
甫
先
生

中
央
高
等
学
校
か
ら
お
越

し
頂
き
ま
し
た
。

国
語
科
　
松
村
　
麻
香
先
生

こ
の
春
大
学
を
卒
業
さ
れ

着
任
頂
き
ま
し
た
。

英
語
科
　
近
藤
　
瑞
穂
先
生

こ
の
春
大
学
を
卒
業
さ
れ

着
任
頂
き
ま
し
た
。

●
ク

ラ
ブ
紹
介
●

体
育
系

剣
道

・
硬
式
野
球

・
水
泳

。

ソ
フ
ト
テ

ニ
ス

・
ソ
フ
ト

ボ
ー

ル
・
女
子

バ

ス
ケ

ッ

ト

・
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

・
バ

ト
ン

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル

・
卓
球

。
ワ
ン

グ
ル

・
陸
上
競
技

文
化
系

Ｅ
Ｓ
Ｓ

・
演
劇

。
百
人

一
首

か
る
た

。
科
学

・
ク
ッ
キ
ン

グ

・
軽
音
楽

・
茶
華
道

。
吹

奏
楽

。
等
曲

・
美
術

。
文
芸

輯

‥

詭

ｓ

削
り

Ｍ

酔
絣

高

女

一
期

だ

よ

り

東
日
本
の
大
災
害
で
は
、

同
窓
会
の
皆
様
に
も
関
連
あ

る
方
が

い
ら

つ
し

や
い
ま

し
ょ
う
。
被
害
の
方
々
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

痛
ま
し
さ
を
感
じ
る
時
、

大
好
き
な
海
が
、
ど
う
仕
様

も
無
く
な
っ
て
い
る
の
が
悲

し
い
で
す
。

高
女
生
の
昔
、
七
月
の

一

週
間
程
、
海
水
浴
に
通
い
ま

し
た
。
各
学
校
、
浜
寺
、
助

松
、
高
師
の
浜
等
で
し
た
が
、

私
達
は
羽
衣
海
岸
で
、
現
在

の
様
に
悪
者
視
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
紫
外
線
を
沢
山
浴
び

て
真
黒
に
な
り
ま
し
た
。
明

治
期
か
ら
の
声
「
国
民
皆
兵
」

を
も
じ
っ
て
、
四
面
海
に
囲

ま
れ
た
我
が
国
は

「
国
民
皆

泳
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
目
に
し

て
ま
し
た
。

岸
は
白
砂
青
松
、
沖
に
は

絵
の
様
な
白
帆
の
漁
船
何
そ

う
か
浮
か
び
、
日
前
に
は
伝

馬
船
が
監
視
し
て

い
ま
し

た
。
水
着
の
上
に
晒
の
布
を

帯
に
し
、
海
に
入
る
時
は
各

自
氏
名
を
書
い
た
二
十
糎
位

の
竹
札
を
、
班
毎
の
竹
竿
の

筒
に
入
れ
、
砂
浜

へ
上
が
る

際
は
必
ず
札
を
持

っ
て
身
に

付
け
て
、
と
先
生
方
の
安
全

の
ご
配
慮
で
し
た
。
大
道
喜
久
代

Ｖ
厖

Ｖ

厖

彰

避

ξ

Ｖ

騒

Ｖ

滋

彰

Ｖ

高

女

二
期

だ

よ

リ

昭
和
十
八
年
結
成
さ
れ
以

来
六
十
七
年
八
十
五
才
と
い

う
高
令
者
の
集
い
―
　
卒
業

時
百
三
十
名
三
ク
ラ
ス
も
現

在
四
十
名
程
。　
一
年
に

一
度

必
ず
会
合
を
も
ち
五
年
前
迄

は
斉
藤
先
生
の
ご
出
席
も
あ

り
戦
前
の
女
子
高
等
教
育
の

素
晴
ら
し
さ
を
殊
更
感
じ
つ

つ
の
老
後
生
活
、
皆
さ
ん
前

む
き
で
生
か
さ
れ
て
い
る
事

へ
の
感
謝
の
心
を
道
徳
観
や

社
会

へ
還
元
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
を
も

っ
て
生
き

ノ
ヽ
と
さ
れ
て
い
る
事
に
感

動
も
覚
え
ま
す
。
今
年
も
ぜ

ひ
好
季
節
に
集
ま
り
た
く
。

私
の
体
調
と
も
考
慮
し
つ
つ

ご
案
内
致
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

そ
の
折
は
よ
ろ
し
く
…
ね
。

小
国
笑
美
子

※
３
頁

へ

↓
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高
女
三
期
だ
よ
り

先
ず
は
同
窓
会
、
七
十
周

年
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま

す
。私
達
は
小
学
校
を
卒
業
、

昭
和
十
四
年
に
南
高
等
女
学

校
に
入
学
し
ま
し
た
。

入
学
当
時
を
思

い
返
す

と
、　
一
期
、
二
期
の
方
と
共

に
校
庭
で
朝
礼
が
あ
り
先
輩

を
眩
し
く
感
じ
た
も

の
で

す
。村
田
校
長
、
横
尾
教
頭
、

私
た
ち
の
担
任
角
先
生
、
池

崎
先
生
、
岡
本
先
生
、
音
楽

の
大
北
先
生
、
体
育
の
井
上

先
生
、
上
村
先
生
に
守
ら
れ

る
か
た
ち
で
、
壇
上
の
校
長

先
生
の
お
話
に
耳
を
澄
ま
し

て
い
ま
し
た
。　
一
本
の
楠
、

釣
り
鐘
、
校
舎
の
壁
の
蔦
の

緑
は
今
も
鮮
や
か
に
限
に

残

っ
て
い
ま
す
。

三
期
生
は
年

一
度
の
交
流

を
持
つ
よ
う
に
し
て
来
ま
し

た
が
、
色
々
支
障
が
重
な
り

こ
れ
か
ら
は
随
時
に
声
を
掛

け
合

っ
て
・…
‥
と
い
う
事
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
は

是
非
お
会

い
し
ま
し
ょ
う
。

【尚
、
今
年
も
同
窓
会
費
何

と
ぞ
宜
し
く
】

い
つ
も
同
窓
会
に
ご
尽
力

下
さ

っ
て
い
る
方
た
ち
本
当

に
有
り
難
う
御
座
い
ま
す
。

高

女

五
期

だ

よ

リ

五
期
生
の
皆
様
お
か
わ
り

な
く
お
す
ご
し
で
す
か
。
縁

あ

っ
て
七
十
年
前
に
高
女

（
五
年
制
）
の
五
期
生
と
な

り
ま
し
た
。
ふ
り
か
え
れ
ば

入
学
の
年
に
開
戦
。
あ
こ
が

れ
の
制
服
は
全
国
統

一
の
ヘ

チ
マ
衿
と
な
り
生
徒
必
携
も

二
冊
あ
り
ま
す
。

下
級
生
の
頃
は
た
の
し
い

思
い
出
も
あ
り
ま
し
た
が
、

途
中
か
ら
モ
ン
ペ
着
用
。
防

空
訓
練
。
勤
労
奉
仕
。
果
て

に
は
工
場

へ
動
員
と
、
学
業

は
片
隅
に
お
い
や
ら
れ
ま
し

た
。
戦
時
に
て
修
学
旅
行
は

な
く
、
四
年
生
で
短
縮
卒
業
、

四
期
生
と
五
期
生
の
合
同
卒

業
式
で
し
た
。
そ
の

一
週
間

前
に
は
大
阪
大
空
襲
、
そ
れ

で
も
動
員
令
は
解
除
さ
れ

ず
、進
学
さ
れ
た
方
以
外
は
、

我
が
家
や
肉
親
を
失

っ
て
も

工
場

へ
出
勤
、
そ
し
て
終
戦

に
よ
り
学
業
も
修
了
し
ま
し

た
。三
度
と
あ

っ
て
は
な
ら
ぬ

体
験
で
す
。

卒
業
し
て
六
十
六
年
夫
々

の
道
を
歩
み
、
た
つ
み
会
で

傘
寿
の
祝
も
す
ま
せ
ま
し

た
。元
気
だ
っ
た
浅
野
（中
西
）

岡
本

（小
田
）
の
お
二
人
は

観秋設崚れ猜湾燒嘘ピ湾

多
く
な
る
事
と
思
わ
れ
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

母
校
を
愛
す
る
気
持
ち

強
く
、
同
窓
会
費
も
、
消
息

の
判
明
し
て
い
る
方
の
、
約

半
数
の
納
付
が
あ
り
ま
す
。

遠
方
の
友
か
ら

「振
り
こ
ん

で
お
い
た
よ
」
と
連
絡
に
只

感
謝
で
す
。

「
た

つ
み
会
」
の
集

い
も

定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

た
つ
み
会
の
合
言
葉
、
毎

年
七
夕
さ
ん
の
正
午
に
日
本

橋
で
逢
い
ま
し
ょ
う
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

後
藤
田
志
津

高

校

９
期

だ

よ

リ

昨
年
の

「
９
期
会
」
例
会

は
、

二
十

二
年
十

一
月
六

日

（土
）
に
、
ホ
テ
ル
日
航

大
阪
で
二
十
七
名
の
学
友
が

集
ま
り
ま
し
た
。　
一
年
ぶ
り

の
再
会
、
同
窓
会

っ
て
い
い

も
ん
で
す
ね
え
～
。
ク
元
気

に
し
て
る
ん
？
″
と
力
強
い

声
が
飛
び
交

っ
て
い
ま
し
た

ね
え
。
年
々
、
参
加
者
が
減

る
な
か
で
学
友
お
互
い
の
健

康
ぶ
り
を
確
か
め
あ
い
な
が

ら
賑
々
し
く
談
笑
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
お
開
き
に

は

″
♪
旅
愁

〈更
け
ゆ
く
秋
の

奪
↓
ク
を
全
員
斉
唱
で
幕
を

引
き
ま
し
た
。
年
輪
を
重
ね

て
き
た
学
友
の
笑
顔
は
隠
し

き
れ
な
い
立
派
な
備
忘
録
の

一
頁
を
飾
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
年
度
は
十
月
二
十
二
日

（土
）
に
ホ
テ
ル
日
航
大
阪

（心
斎
橋
）
で
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
今
か
ら

カ
レ
ン
ダ
ー
に
予
約
を
入
れ

て
お
い
て
下
さ
い
。
再
開
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
開

催
日
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た

ら
、
別
途
、
出
欠
ハ
ガ
キ
で

意
向
を
お
聞
き
す
る
こ
と
に

し
ま
す
。

（照
会
先
）
古
賀
昭
良

（９
期
会

事
務
局
０
７
５
ｏ９
８
２
・８
８
２
４
）

ま
で
。

高
校

十

二
期

だ
よ
リ

昨
年
■
月
２‐
日
に
１２
期
会

を
な
ん
ば
高
島
屋
ダ
イ
ニ
ン

グ
メ
ゾ
ン
９
階
の
ロ
ー
ズ
ダ

イ
ニ
ン
グ
で
催
し
、
古
希
の

皆
様
４０
名
以
上
ご
参
加
い
た

だ
き
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。
服
部
　
　
隆

高
校
十
三
期
だ
よ
リ

十
三
期
生
の
皆
様
元
気
で

す
か
？

卒
業
し
て
早
や
五
十
年
―
世

間
で
言
う
老
後
と
い
う
年
齢

に
な
り
ま
し
た
。

私
達
南
高
校
十
三
期
生
は
い

く

つ
に
な

っ
て
も
仲
間
で

す
。
今
ま
で
事
情
が
あ
り
来
ら
れ

な
か
っ
た
同
期
生
諸
君
―

一
年
に

一
度
仲
間
の
笑
顔
に

逢
い
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん

か
？
一
瞬
で
高
校
生
時
代
に
戻
り

笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
す
。

同
窓
会
を
十
月
の
第
三
日
曜

日
に
、
毎
年
開
催
す
る
様
に

な
り
九
回
目
に
な
り
ま
す
。

今
年
も
十
月
十
六
日

（
日
）

心
斎
橋

。
湖
月
で
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
の
御
参
加
待

っ
て
い
ま

す
。

岡
安
　
利
子

（津
田
）

遷
箋

Ｖ

磁

Ｖ

滋

ξ

翌

鑑

Ｖ

遷

ξ

Ｖ

高
校
十

六
期
だ

よ

り

今
年
で
千
二
百
六
十
回
目

の
春
を
呼
ぶ
東
大
寺
二
月
堂

の
お
水
取
り
が
終
了
す
る
直

前
の
三
月
十
二
日

（土
）
に

日
本
橋
に
於
い
て
同
窓
会
を

開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
徳
永

一
芳
先
生
と

松
内
勧
先
生
の
出
席
を
得
、

昨
年
よ
り
七
名
多
い
、
女
性

十
名

。
男
性
二
十
名
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
。

六
十
五
歳
の
老
年
世
代
に

な
り
ま
し
た
が
、
大
い
に
元

気
で
卒
業
後
初
め
て
の
参
加

者
と
も
学
生
時
代
同
様
に
、

時
間
の
経
過
も
忘
れ
て
延
々

の
語
ら
い
に
花
を
咲
か
せ
ま

し
た
。
前
日
発
生
し
た
東
日
本
大

震
漿
の

一
日
も
早
い
復
興
を

願
い
、
私
た
ち
も
無
事
に
元

気
で
再
会
す
る
こ
と
を
期
し

て
散
会
い
た
し
ま
し
た
。

（文
責
　
岡
本
）

十
八
期
だ
よ
リ

年
十
二
月
四
日

（土
）

に
轟
恒
例
の
忘
年
会
を
兼
ね

た
同
期
会
を
天
満
の
ガ
ー
ラ

キ
ツ
チ
ン
に
て
開
催
し
た
。

こ
こ
は
旧
姓
宮
本
さ
ん
の
ご

子
息
が
経
営
さ
れ
て
い
る
パ

ブ
で
、
楽
し
く
飲
ま
せ
て
戴

き
ま
し
た
。
参
加
者
は
十
四

名
で
、
そ
の
内
女
性
は
六
名

で
し
た
。
（
い
つ
も
な
が
ら

元
気
で
す
。
）

十
八
期
生
の
皆
さ
ん
に
お

願
い
致
し
ま
す
。
七
十
周
年

記
念
総
会
の
実
行
委
員
の
主

な
メ
ン
バ
ー
は
十
八
期
生
が

担
当
致
し
て
お
り
ま
す
。
現

在
、
記
念
総
会
開
催
に
向
け
、

粉
骨
砕
身
、
頑
張

っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
来
年
の
七
十

周
年
記
念
総
会
に
は
是
非
多

数
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
そ
し

て
、
ご
寄
付
も
忘
れ
な
い
で

ネ
。
よ
ろ
し
～
～
～
く
。

文
責
　
下
島

東

日
本
大
震
災

へ
寄
付

高
橋
正

一
元
校
長
先
生
よ

り
同
窓
会
へ
二
万
円
の
御
寄

付
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
同
窓

会
よ
り

一
万
円
を
加
算
し
た

上
、
東
日
本
大
震
災
へ
寄
付

（三
万
円
）
を
い
た
し
ま
し

た
。

祝

瑞
宝
小
綬
章

高
橋
正

一
先
生

（南
高
等

学
校
第
九
代
校
長
）
が
瑞
宝

小
綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
。平
成
二
十
三
年
三
月
十
二

日

（土
）
ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー

ナ
大
阪
に
て
、
叙
勲
祝
賀
会

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

※
４
頁
へ
↓



第 51 号  平成23年 4月 29日  大 阪 市 立 南 高 等 学 校 同 窓 会 (4)

／○
訃
　
報

高
校
八
期
の
田
丸
富
夫
さ

ん
が
昨
年
１０
月
２８
日
永
眠
さ

れ
ま
し
た
。
田
丸
さ
ん
は
ご

卒
業
以
来
、
幹
事
、
書
記
、

会
計
監
査
、
常
任
幹
事
、
総

会
委
員
長
と
し
て
同
窓
会
で

ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成

２２
年
度

卒
業
生
進
路
状
況

（合
格
延
べ
件
数
）

■
進
学

○
国
公
立
大
学

（７
名
）

大
阪
大
学
　
　
　
　
１
名

大
阪
教
育
大
学
　
　
１
名

和
歌
山
大
学
　
　
　
１
名

奈
良
教
育
大
学
　
　
１
名

富
山
大
学
　
　
　
　
１
名

大
阪
市
立
大
学
　
　
１
名

大
阪
府
立
大
学
　
　
１
名

○
私
立
大
学

（躙
名
）

京
都
外
国
語
大
学
　
４
名

京
都
産
業
大
学
　
　
１
名

京
都
女
子
大
学
　
　
８
名

京
都
橘
大
学
　
　
　
１
名

同
志
社
大
学
　
　
　
４
名

同
志
社
女
子
大
学
　
９
名

佛
教
大
学
　
　
　
　
３
名

立
命
館
大
学
　
　
　
１５
名

龍
谷
大
学
　
　
　
　
１４
名

京
都
文
教
大
学
　
　
２
名

大
阪
医
科
大
学
　
　
１
名

大
阪
経
済
大
学
　
　
１
名

大
阪
芸
術
大
学
　
　
３
名

大
阪
国
際
大
学
　
　
１
名

大
阪
産
業
大
学
　
　
１
名

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
　
２
名

大
阪
電
気
通
信
大
学
　
３
名

大
阪
人
間
科
学
大
学
　
１
名

大
阪
大
谷
大
学
　
　
１
名

追
手
門
学
院
大
学
　
７
名

関
西
大
学
　
　
　
　
２２
名

関
西
外
国
語
大
学
　
　
１６
名

近
畿
大
学
　
　
　
　
２９
名

摂
南
大
学
　
　
　
　
３
名

藍
野
大
学
　
　
　
　
１
名

帝
塚
山
学
院
大
学
　
２
名

阪
南
大
学
　
　
　
　
１
名

桃
山
学
院
大
学
　
　
７
名

関
西
学
院
大
学
　
　
７
名

甲
南
大
学
　
　
　
　
６
名

甲
南
女
子
大
学
　
　
５
名

神
戸
女
学
院
大
学
　
１
名

神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
　
４
名

神
戸
国
際
大
学
　
　
１
名

武
庫
川
女
子
大
学
　
８
名

大
手
前
大
学
　
　
　
２
名

関
西
国
際
大
学
　
　
１
名

神
戸
常
磐
大
学
　
　
１
名

帝
塚
山
大
学
　
　
　
２
名

奈
良
大
学
　
　
　
　
５
名

畿
央
大
学
　
　
　
　
１
名

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
　
１
名

○
私
立
短
大

（１５
名
）

大
阪
薫
英
女
子
短
期
大
学
　
１
名

大
阪
女
学
院
短
期
大
学
　
４
名

関
西
外
国
語
大
学
短
期
大
学
部
　
，
■
箸
【

四
天
王
寺
大
学
短
期
大
学
部
　
「１
々
徊

大
阪
女
子
短
期
大
学
　
１
名

大
阪
青
山
短
期
大
学
　
２
名

大
阪
千
代
田
短
期
大
学
　
１
名

近
畿
大
学
短
期
大
学
部
　
１
名

武
庫
川
女
子
大
学
短
期
大
学
部
　
，
〓
‰
一

〇
専
門
学
校

（２２
名
）

大
阪
労
災
看
護
専
門
学
校
　
１
名

里
凛
韓
護
票
セ
ン
守
磐
墓
義

１

名

大
阪
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
　
・１
″
徊

大
阪
府
医
師
会
看
護
専
門
学
校
　
１
〓
石

大
阪
済
生
会
中
津
看
護
専
門
学
校
　
１
土
名
Ｈ

大
阪
警
察
病
院
看
護
専
門
学
校
　
１
２
石

（菫
羞
肇餞
響
立今ド毒
門震

１
名

大路
歯整
雲
基
壁
士専門軽

１
名

大
阪
医
療
福
祉
専
門
学
校

１
名

大
手
前
栄
養
学
院
専
門
学
校

・１
″
徊

大
阪
モ
ー
ド
学
園
専
門
学
校
　
１̈
々
徊

大
原
簿
記
法
律
専
門
学
校

２
名

大阪コミュ一ケ・ションア・卜専門学校
　
・・
一名「

蒼
装
子
多
了
当
撃
校
１
名

専
門学技
ＥＳ
Ｔ　
ＥＮＴ
ＥＲＴ〈・Ｎ
ＭＥＮＴ
　
　
・‥〓々
多「

東
洋
医
療
専
門
学
校

　

１

名

大
阪
医
療
技
術
学
園
専
門
学
校
大
学
　
１
主
猛
「

ヒ
ュ
ー
マ
ン
国
際
大
学
機
構
大
学

２

名

（ワイ
・コミ
ュ
ニティ‐カ
レ
ッジ大学
　
・・
ル為【

〓
寧
一重
き
”」
８
唇

け
一ｓ
美
学

１

名

○
就
職

（１
名
）

ス
ー
パ
ー
エ
業
株
式
会
社

１
名

平
成
二
十
二
年
度

御
寄
付
い
た
だ
い
た
方

元

校

長

高
女
２
期

高
女
３
期

高
女
５
期

高
女
６
期

高
校
１
期

高
校
４
期

クク

高
校
８
期

高
校
Ｈ
期

ク

高
校
１３
期

高
橋
　
正

一

小
国
笑
美
子

一　
　
　
同

有
方
　
昭
子

上
田
　
　
節

石
井
　
幸
子

中
川
　
好
二

川
端
　
幸
子

池
田
　
　
裕

田
丸
　
｛昌
夫

間
宮
　
演
雄

谷
川
　
光
枝

山
本
　
孝
吉

岡
安
　
利
子

″

高
校
１８
期

高
校
２０
期

ク

高
校
２３
期

高
校
３‐
期

高
校
３２
期

以
上
２．
名

会

務

報

告

○
平
成
三
二
年
四
月
八
日

入
学
式
　
母
校
体
育
館

○
同
年
四
月
二
四
日

幹
事
会
　
母
校
会
議
室

役
員
改
選

。
会
報
封
筒
入

○
同
年
五
月

一
六
日

平
成
二
二
年
度
同
窓
会
総
会

母
校
食
堂

総
会
委
員
長
　
彼
　
晃
一

（四
三
期
）

○
同
年
五
月
二
八
日

合
同
懇
親
会
及
び
歓
送
迎
会

「
ア
サ
ヒ
」

会
長

・
副
会
長

・
前
会
長

○
同
年
六
月

一
一
日

体
育
祭
大
阪
市
立
中
央
体
育
館

○
同
年
七
月
三

一
日

臨
時
常
任
幹
事
会
「桃
屋
」

来
年
度
の
総
会
会
場
の
変

更
に
つ
い
て
他

○
同
年
九
月

一
一
日

臨
時
役
員
会

七
〇
周
年
記
念
総
会
の
件

「
げ
ん
き
」

○
同
年

一
〇
月

一
六
日

幹
事
会
　
母
校
会
議
室

総
会
会
場
の
変
更
に
つ
い
て

上
村
　
和
似

大
島
ト
シ
子

中
本
久
美
子

岡
島
　
潤
子

後
藤
　
昭
夫

小
寺
　
浩
実

石
橋
　
伸
彦

計
十
三
万
四
千
円
也

敬
称
略

七
〇
周
年
記
念
総
会
の
件

各
期
の
名
簿
整
理

○
同
年

一
二
月

一
三
日

国
語
学
科

創
設
二
〇
周
年
記
念
式
典

母
校
体
育
館

○
平
成
二
三
年

一
月
二
九
日

臨
時
役
員
会
　
「桃
屋
」

七
〇
周
年
記
念
総
会
の
件

○
同
年
二
月
四
日

新
年
互
礼
会
　
「
ア
サ
ヒ
」

○
同
年
三
月
四
日

卒
業
式
　
母
校
体
育
館

会
長
出
席

○
同
年
三
月

一
二
日

高
橋
正

一
先
生
叙
勲
祝
賀
会

ホ
テ
ル
ア
ウ
イ
ー
ナ
大
阪

会
長

・
副
会
長
二
名
出
席

○
同
年
三
月
二
六
日

常
任
幹
事
会
及
び
幹
事
会

母
校
三
階
会
議
室

役
員

・
顧
問

・
常
任
幹
事

〈
ム
　
　
長
　
下
島
　
仁
士

副

〈
＾
長
　
井
上
　
悦
男

那
須
　
和
美

岡
本
佳
代
美

顧
　
　
間
　
小
国
笑
美
子

吉
崎
　
　
譲

服
部
　
　
隆

書
　
　
記
　
大
字
　
義
雄

久
保
　
雅

一

城
山
　
法
子

〈
ム
　
　
計
　
首
藤
　
　
博

会
計
監
査
　
佐
藤
行

一
郎

谷
川
　
和
子

常
任
幹
事
　
大
道
喜
久
代

下
岡
佳
代
子

女 女 女 高 高 高 高 高 高 高 女 高 高 高 高
5 1 7 112032301812 3 2 2318 3 18

高 林 冨 後 佐 松 大 坂 北 葛 稲 国 辰 秋
柳  島  竹 本 崎 巻 川 下 田 松 巳 山

千 珠 和 晃 宏 た 光 玲 雅 育 順 敬 俊 久
夏 恵 成 一 康 へ 子 子 詳 世 一 三 一 子

高 高 高 高 高 高 高 高 高 高 高 高 高 高
62626143363131231818181818 3

同
窓
会
発
足
７。
周
年
記
念
総
会

実
行
委
員
会
委
員

一
覧

委

員

長
　
下
島
　
仁
士

（１８
期
）

副
委
員
長
　
井
上
　
悦
男

（３
期
）

副
委
員
長
　
那
須
　
和
美

（１８
期
）

副
委
員
長
　
岡
本
佳
代
美

（１８
期
）

委
　
　
員
　
大
字
　
義
雄

（１８
期
）

委
　
　
員
　
葛
下
　
育
世

（１８
期
）

委
　
　
員
　
辰
巳
　
俊

一
（１８
期
）

委
　
　
員
　
国
松
　
敬
三

（１８
期
）

委
　
　
員
　
北
川
　
雅
詳

（１８
期
）

委
　
　
員
　
首
藤
　
　
博

（２。
期
）

委
　
　
員
　
坂
巻
　
玲
子

（２３
期
）

委
　
　
員
　
久
保
　
雅

一
（３。
期
）

委
　
　
員
　
大
崎
　
光
子

（３．
期
）

委
　
　
員
　
松
本
　
た
へ
（３．
期
）

委
　
　
員
　
佐
竹
　
宏
康

（３６
期
）

委
　
　
員
　
彼
　
　
晃

一
（４３
期
）

開
催

に
向

け
、
進
捗
状
況

に
応

じ

て
、
実
行
委

員
を
新
た

に
加

え

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。


